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はじめに

近年，室内環境問題が社会的に問題視されてきた．
その理由は，第 1に現代人の多くの人々が，1日の 70～
80％の時間を室内で過ごしており，室内空気質と健康
維持について注目されてきたからである．第 2に 1970
年代に起きたオイルショックを契機とし省エネルギー
対策により，室内換気回数の減少及び室内保温のため
に気密性が増加したこと．第 3に高度経済成長・生活
水準の向上と相まって，建材・室内装飾品への化学物
質利用が進み化学物質による室内空気汚染が発生して

きたことである．第 4にヒトの住環境としての快適性
が追究されてきていることによるものと考えられ
る1）．このような社会的背景の元に，最近の住宅はア
ルミサッシのドア・窓の普及に伴って気密性が高くな
り，室温も 1年を通して比較的安定している．このよ
うな室内環境はダニ・カビの温床となりやすく，これ
らの大量発生が危惧され，喘息2）・アトピー性皮膚
炎3）4）・鼻アレルギー5）などのアレルギー性疾患の一
因になると報告されており，特に布団に付着するダニ
が重要視されている6）7）．布団に対するダニ予防対策
として，布団生地の織密度を高くし，ダニの通過を防
止するもの，薬品加工によって防ダニ性をもたせた生
地を使用した布団などの開発が進められている．本調
査に試用した布団は西川産業株式会社，NI 帝人商事株
式会社，積水化学工業株式会社，小松精練株式会社が
共同で開発した側生地を用いた布団であり，防ダニと
アレルゲン抑制を目的としたものである．本調査では
これらの側生地によって作製された布団の防ダニ効果
と，防ダニ布団に付着するダニ抗原の測定，被験者の
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【目的】布団につくダニアレルゲン対策として作製された防ダニふとんのアレルゲン低減効果を調査する
ため，ヤケヒョウヒダニアレルゲン（Der p.1）およびコナヒョウヒダニのアレルゲン（Der f.1）測定お
よび血中の特異的 IgE抗体の測定を行った．
【方法】防ダニふとんは超高密度織物（まどろみ）を側生地に用いた布団およびフェノール系高分子薬剤
処理を施こした超高密度織物を側生地に用いた布団（まどろみ＋アレルバスター）を用いた．被験者を
一般的な羊毛布団，まどろみ布団，まどろみ＋アレルバスター布団試用群の 3群に分類し，11カ月使用
させた．
【結果】ダニ抗原量（Der p.1＋f.1）では 11カ月の防ダニふとん使用でまどろみふとん試用群は，羊毛布
団試用群の 1�3.8，まどろみ＋アレルバスター布団試用群では 1�42.0のアレルゲン量であった．またヤケ
ヒョウヒダニ，コナヒョウヒダニおよびハウスダスト 1対する特異的 IgE抗体の陽性率は 46.7％から
6.7％に低減した．
【結論】以上の結果から，防ダニふとんは羊毛布団に比べ，ダニアレルゲンの低減効果があることが示唆
された．
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Fig. 1. Cloth of special mite protect futon and 
general cotton futon.

Special mite protect futon：Outside fabric’s material is 
microfibers.

General cotton futon : Outside fabric’s material is cotton.
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特異的 IgE抗体を測定し，防ダニ布団の有効性を検証
した．

方 法

1．試用布団
本調査で試用した敷き布団・掛け布団は以下の通り
である．
（1）羊毛：通常に使われる一般的な布団
一般的な布団で，詰め物として羊毛綿を使い，その
表面を木綿 100％織物（直径 20µm）を側生地として用
いた布団である．以下「羊毛布団」と表記する．
（2）まどろみⓇ：超高密度織物（まどろみⓇ）を側生地

に用いた布団
直径 6µmの超極細繊維を用いた超高密度織物の側
生地で，繊維と繊維の空隙が極めて小さく，ダニは側
生地を通過しにくい．また詰め物の素材はポリエステ
ル 100％の布団である．以下「まどろみ」と表記する．
（3）まどろみ＋アレルバスターⓇ：フェノール系高分

子薬剤処理を施した超高密度織物を側生地に用い
た布団
超高密度織物「まどろみ」にフェノール系高分子薬
剤（アレルバスターⓇ）処理を施した側生地を用い，詰
め物はポリエステル 100％である．以下「まどろみ＋
アレルバスター」と表記する．なおアレルバスターⓇの
素材であるフェノール系ポリマーは，その単量成分が
竹・トウモロコシ・緑茶などに見いだされるもので試
験動物に対し急性・亜急性毒性および起炎作用は認め
られていない．アレルバスターⓇはすでにカーテンや
ホットカーペット，紳士服などに用いられているが慢
性毒性や室内汚染に関する影響はない．またアレルバ
スターⓇは布地にバインダーを用いて強固に結合され
ており，20 回の洗濯後もアレルバスターの布地からの
解離は認められていない．
Fig. 1 上段の写真は，本実験に使用した超極細繊維
使いの超高密度織物側生地「まどろみ」の表面写真で，
繊維と繊維の空隙が極めて小さく，成ヒョウヒダニ
（200―300 ミクロン）の侵入を防ぐことができる．「まど
ろみ＋アレルバスター」は，成ヒョウヒダニの侵入を
防ぐとともに，アレルバスターの素材であるフェノー
ル系ポリマーはフェノール基を含むため，ダニアレル
ゲンを抑制することが可能である8）．またFig. 1 下段
の写真は「羊毛布団」の側生地に用いた木綿 100％織

物表面の写真である．200―300 ミクロンの成ヒョウヒ
ダニは側生地を通過して，布団内部に侵入し得る．

2．試用対象者
試用対象者 40 名について（1）「羊毛布団」，（2）「まど
ろみ」を側生地に用いた布団を各 10 名分，（3）「まどろ
み」＋「アレルバスター」を側生地に用いた布団を 20
名分試作し，試用を依頼した．調査を開始するにあた
り，対象者の生活環境およびアレルギー疾患について
の質問票調査を行った．
なお試用対象者には本研究・調査の主旨を十分に説
明し，調査への参加意志のあることを書面で確認した．
試用対象者は 18～30 歳の看護系大学学生および看護
職員である．

3．布団表面の集塵方法
調査は 2004 年 5 月中旬から 2005 年 4 月上旬にかけ
て実施した．集塵方法は各家庭にある電気掃除機（吸
引仕事率 450～600w）のホースのジョイント部分に三
角形の集塵袋を取り付け，敷き布団（シーツの表面と
敷き布団の裏面）および掛け布団の両面を 1m2 あたり
2分間，掃除機をかけ集塵した．
集塵の期間は以下の通りである．

1410 防ダニふとんのアレルゲン低減効果



Table 1 Age, sex and occupation of subjects.

＜Age＞

S.D.MeanNTrial futon group

3.824.210Wool futon
4.123.710Madoromi＃ futon
3.525.120Madoromi＃＋ALLER BUSTER®＃＃ futon

＜Sex＞

（％）Male（％）FemaleTrial futon group

10.01 90.0 9Wool futon
20.02 80.0 8Madoromi＃ futon
15.03 85.017Madoromi＃＋ALLER BUSTER®＃＃ futon

＜Occupation＞

（％）Nurse（％）StudentTrial futon group

40.04 60.0 6Wool futon
30.03 70.0 7Madoromi＃ futon
30.06 70.014Madoromi＃＋ALLER BUSTER®＃＃ futon

＃Madoromi：special mite protect futon made by microfibers.
＃＃ALLER BUSTER®：special futon made by phenolic polymer grafted microfine fibers.

1 回目：布団試用開始前
2004 年 5 月中旬～下旬

2回目：試用開始約 1カ月後
2004 年 6 月上旬～中旬

3回目：試用開始約 1.5 カ月後
2004 年 6 月中旬～下旬

4回目：試用開始約 2カ月後
2004 年 7 月中旬～7月下旬

5回目：試用開始約 3カ月後
2004 年 8 月上旬～8月中旬

6回目：試用開始約 4カ月後
2004 年 9 月下旬～10 月上旬

7回目：試用開始約 11 カ月後
2005 年 3 月下旬～4月上旬

4．布団表面細塵中のDer p. 1＋Der f. 1 量の測定
アレルギー疾患，なかでもアトピー型気管支喘息に
おける最も重要な原因アレルゲンは，室内塵中に生息
するチリダニ科（Family Pyroglyphidae），ヒョウヒダ
ニ属の 2種類のダニ，ヤケヒョウヒダニ（Dermato-

phagoides pteronyssinus）とコナヒョウヒダニ（Derma-

tophagoides farinae）であり，この 2種類のダニが室内に
生育するダニの優占種である．
本研究では採取した布団表面細塵中のヤケヒョウヒ
ダニ由来のダニ p1 抗原量およびコナヒョウヒダニ由

来のダニ f1 抗原量の測定を LCDアレルギー研究所製
ダニ p1 テストおよびダニ f1 テスト（ELISA法）によ
り測定し，Der p. 1＋Der f. 1 量とした．

5．特異的 IgE抗体の測定
調査開始前，試用開始 2カ月後，および 11 カ月後の
被験者の血中ヤケヒョウヒダニ，コナヒョウヒダニ，
ハウスダスト 1の特異的 IgEを CAP-RAST法（ファ
ルマシア社製キット）を用いて測定した．

6．統計解析には SPSS 社の統計ソフト SPSS（Ver.
13.0）を用いた．

結 果

1．試用対象者の属性および居住環境
本調査に協力参加の同意を得られた 40 名（男性 6
名，女性 34 名）の平均年齢は 24.6 歳（標準偏差：SD＝
3.7 歳）であった．対象者について，「羊毛布団」試用群
10 名，「まどろみ」布団試用群 10 名，「まどろみ＋アレ
ルバスター」布団試用群 20 名の平均年齢はTable 1 に
示すとおりであり，これら 3群間に統計学的有意差は
認められなかった．試用対象者の性別は，全体で 85％
が女性であり，試用布団群別に分類してもTable 1 に
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Table 2 Living environment of subjects.

＜Residence house＞

（％）Apartment house（％）Detached houseTrial futon group

60.0 640.04Wool futon
70.0 730.03Madoromi＃futon
70.01430.06Madoromi＃＋ALLER BUSTER®＃＃ futon

＜Heating form＞

（％）Air conditioner（％）Gas stove（％）Kerosine stoveTrial futon group

30.0330.0 340.04Wool futon
40.0430.0 330.03Madoromi＃futon
30.0630.0 640.08Madoromi＃+ ALLER BUSTER®＃＃ futon

＜Usage condition of futon＞

（％）Spread on carpet 
over tatami（％）Spread on Tatami（％）Spread on bedTrial futon group

20.0250.0 530.03Wool futon
10.0160.0 630.03Madoromi＃futon
15.0360.01225.05Madoromi＃＋ALLER BUSTER®＃＃ futon

＃Madoromi：special mite protect futon made by microfibers.
＃＃ALLER BUSTER®：special futon made by phenolic polymer grafted microfine fibers.

示すように 3群に差は認められなかった．職業別分類
では全体の 67.5％が学生，32.5％が看護師であり，試
用布団の 3群間に職業的な偏りは認められなかった．
また試用対象者の平均同居者数は，「羊毛布団」群
1.1 人，「まどろみ」布団群 0.8 人，「まどろみ＋アレル
バスター」布団群 1.3 人であり，現在の住居への平均
居住年数は「羊毛布団」群 4.3 年，「まどろみ」布団群
3.8 年，「まどろみ＋アレルバスター」布団群 4.5 年で
あった．これら試用布団群間に同居者数・居住年数と
もに統計的有意差は認められなかった．また居住家屋
は，各試用布団群の 30～40％が「一戸建て」，残りは
「集合住宅」であった．冬期・居間の暖房に試用する暖
房形態においても各試用布団群ともに，石油ストー
ブ・ガスストーブ・電気こたつやエアコン使用者は
30～40％であり，暖房形態においても試用布団群間に
偏りはみられなかった．試用布団の使用状況について，
ダニが最も繁殖しやすい「畳の上に絨毯があり，その
上に試用布団を試用した者は，「羊毛布団」群 20％，
「まどろみ」布団群 10％，「まどろみ＋アレルバス
ター」布団群 15％であった（Table 2）．
また喫煙状況については「羊毛布団」試用群 1名

（10％），「まどろみ」布団群 1名（10％），「まどろみ＋
アレルバスター」布団群 3名（15％）で 3群間に有意

差は認められなかった．ペット飼育についても「羊毛
布団」試用群 0名，「まどろみ」布団群 1名（ネコ），
「まどろみ＋アレルバスター」布団群 2名（室内犬 1
名，ネコ 1名）で 3群間に有意差は認められなかった．
なお本調査は 2004 年 5 月から 2005 年 4 月の期間内
に実施したが，各布団の対象者「羊毛布団」10 名（男
性 1名，女性 9名），「まどろみ」布団 10 名（男性 2名，
女性 8名），「まどろみ＋アレルバスター」布団 20 名（男
性 3名，女性 17 名）のうち，試用開始 6カ月後までは，
全ての対象者が調査に参加したが，11 カ月後まで参加
した対象者は「羊毛布団」8名（男性 1名，女性 7名），
「まどろみ」布団 9名（男性 1名，女性 8名），「まどろ
み＋アレルバスター」布団 15 名（男性 2名，女性 13
名）であった．また本調査期間 11 カ月間において，こ
れらすべての対象者において健康上，訴えのあった被
験者はいなかった．

2．試用対象者のアレルギー関連の既往歴
試用対象者のアレルギー関連疾患の既往歴を
Table 3 に示す．各試用布団群の最近 1年間の咳・喘
鳴の既往および喘息の既往は 10～20％であった．また
皮膚症状，アレルギー性鼻炎，花粉症の既往率は 10～
40％であり，各群間に有意差は認められなかった．
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Table 3 Case history of allergic-associated diseases of subject

＜Respiratory symptom such as cough and wheezing＞

（％）No（％）YesTrial futon group

90.0 910.01Wool futon
80.0 820.02Madoromi＃futon
90.01810.02Madoromi＃＋ALLER BUSTER®＃＃ futon

＜Case history of asthma＞

（％）No（％）YesTrial futon group

90.0 910.01Wool futon
90.0 910.01Madoromi＃futon
95.0195.01Madoromi＃＋ALLER BUSTER®＃＃ futon

＜Skin symptom＞

（％）No（％）YesTrial futon group

70.0 730.03Wool futon
60.0 640.04Madoromi＃futon
65.01335.07Madoromi＃＋ALLER BUSTER®＃＃ futon

＜Allergic rhinitis＞

（％）No（％）YesTrial futon group

80.0 820.02Wool futon
90.0 910.01Madoromi＃futon
80.01620.04Madoromi＃＋ALLER BUSTER®＃＃ futon

＜Pollinosis＞

（％）No（％）YesTrial futon group

60.0 640.04Wool futon
70.0 730.03Madoromi＃futon
75.01525.05Madoromi＃＋ALLER BUSTER®＃＃ futon

＃Madoromi：special mite protect futon made by microfibers.
＃＃ALLER BUSTER®：special futon made by phenolic polymer grafted micro-

fine fibers.

3．採取した細塵量および細塵中のDer p.1＋Der f.1
量
調査開始～試用期間の 7回の採取時における「羊毛
布団」試用群，「まどろみ」布団および「まどろみ＋ア
レルバスター」布団試用群の細塵量の統計値を
Table 4 に示す．調査前の細塵量の値は小さいものの
「羊毛布団」試用群が他の 2群に比べ有意に高値（いず
れも p＜0.001，t-検定）を示したが，試用開始 1カ月後
から 11 カ月後までは，3群間に統計的有意差は認めら
れなかった．
細塵中のDer p.1＋Der f.1 量は，布団試用開始時か
ら 11 カ月までほぼ同じ動向を示した．そのため以下に
はDer p.1＋Der f.1 量について記述する．Fig. 2 に示す
ように，Der p.1＋Der f.1 量は試用開始時には「羊毛布
団」試用群，「まどろみ」試用群，「まどろみ＋アレルバ

スター」試用群の 3群において，統計的有意差は認め
られなかったが，羊毛布団試用群において，Der p.1＋
Der f.1 量は試用開始時から徐々に増加し，試用後約 1
カ月後の，抗原量の平均値は「羊毛布団」群＞「まど
ろみ」試用群＞「まどろみ＋アレルバスター」試用群
の順となり，「羊毛布団」試用群は「まどろみ」試用群，
および「まどろみ＋アレルバスター」試用群に対し，
統計的に有意に高値を示した（一元配置分散分析：p＜
0.05 または p＜0.01 または p＜0.001）．また「まどろみ」
試用群は「まどろみ＋アレルバスター」試用群に対し，
統計的に有意差が認められた（p＜0.05 または p＜
0.01）．さらにDer p.1＋Der f.1 量は試用開始 11 カ月後
においては，「羊毛布団」では「まどろみ」布団の約 3.8
倍，「まどろみ＋アレルバスター」布団の約 42.0 倍で
あった（Fig. 2）．
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Table 4 An amount of dust obtained in each measurement

＜Woolen cotton futon＞

SD（g）Mean（g）N＝8

0.100.55＊＊＊＄＄＄Before survey
0.422.00After 1 month
0.372.11After 1.5 months
0.232.20After 2 months
0.371.99After 3 months
0.342.06After 4 months
0.441.97After 11 months

＜Madoromi＃ futon>

SD（g）Mean（g）N＝9

0.050.39Before survey
0.342.04After 1 month
0.262.05After 1.5 months
0.272.02After 2 months
0.352.04After 3 months
0.331.92After 4 months
0.381.89After 11 months

＜Madoromi＃＋ALLER BUSTER®＃＃ futon>

SD（g）Mean（g）N＝15

0.060.32Before survey
0.301.89After 1 month
0.261.90After 1.5 months
0.431.88After 2 months
0.351.85After 3 months
0.341.85After 4 months
0.361.84After 11 months

＃Madoromi：special mite protect futon made by microfibers.
＃＃ALLER BUSTER®：special futon made by phenolic polymer grafted microfine 

fibers.
＊＊＊：p＜0.001 in comparison between woolen futon and Madoromi futon by t-test.
＄＄＄：p＜0.001 compared woolen futon with Madoromi＋ALLER BUSTER® futon 
by t-test.

4．特異的 IgE抗体
各試用布団対象者の調査開始時，試用 2カ月後およ
び試用 11 カ月後のヤケヒョウヒダニに対する特異的
IgE抗体の変化をおのおのFig. 3 に示す．「羊毛布団」
試用群では，3回の測定においてほとんど変化は観察
されなかったが，「まどろみ」布団試用群では 3名の抗
体価減少が観察された．また「まどろみ＋アレルバス
ター」布団試用群では 6名の抗体価減少が観察された．
コナヒョウヒダニに対する特異的 IgE抗体において
は「まどろみ」布団試用群では 2名，「まどろみ＋アレ
ルバスター」布団試用群では 6名の抗体価減少が観察
された（Fig. 4）．同様にハウスダスト 1に対する特異的
IgE抗体においても「まどろみ」布団試用群では 3名，

「まどろみ＋アレルバスター」布団試用群では 7名の抗
体価減少が観察された（Fig. 5）．
特異的 IgE抗体の測定法はCAP-RAST法であり，
この測定値は 0.34U�mL以下を陰性（0 class），0.35～
0.69U�mLを偽陽性（1 class），0.70～3.49U�mLを陽性
（2 class），3.50～17.49U�mLを強陽性（3 class），17.50～
49.9U�mLを強陽性（4 class），50.0～99.9U�mLを強陽
性（5 class），100.0 U�mL以上を強陽性（6 class）と分
類する．本調査で得られたヤケヒョウヒダニ，コナヒョ
ウヒダニ，ハウスダスト 1に対する特異的 IgE抗体で
0.35U�mL以上を陽性とし，各々の布団試用開始時お
よび試用開始 11 カ月後の特異的 IgE抗体陽性率を
Table 5 に示す．試用開始時においてはヤケヒョウヒ
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Fig. 2. Change of mite allergen（Der p1＋Der f1）by using special mite protect 
futon.
# Madoromi：special mite protect futon made by microfibers.
## ALLER BUSTER®：special futon made by phenolic polymer grafted microfine 

fibers.
＊：p＜0.05　＊＊：p＜0.01　＊＊＊：p＜0.001
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Fig. 3. Specific serum IgE antibody titer against Dermatophagoides pteronyssinus.
＊ Madoromi ： special mite protect futon was made by microfibers.
＊＊ ALLER BUSTER®：special futon was made by phenolic polymer grafted micro�

fine fibers.
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ダニ，コナヒョウヒダニ，ハウスダスト 1に対する特
異的 IgE抗体陽性率は，いずれの布団試用群の陽性率
も 37.5～46.7％であった．各々の布団の試用前と試用
11 カ月後の陽性率の比較を行った．その結果，「羊毛布

団」においては陽性率に変化は認められなかったが，
「まどろみ」布団試用群ではヤケヒョウヒダニに対する
特異的 IgE抗体では 4名の陽性者のうち 2名が陰性
（1名が 4 class から 0 class，1 名が 2 class から 0 class）
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Fig. 4. Specific serum IgE antibody titer against Dermatophagoides farinae.
＊Madoromi：special mite protect futon was made by microfibers.
＊＊ALLER BUSTER○R ：special futon was made by phenolic polymer grafted micro�

fine fibers.
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Fig. 5. Specific serum IgE antibody titer against house dust 1.
＊Madoromi：special mite protect futon was made by microfibers.
＊＊ALLER BUSTER®：special futon was made by phenolic polymer grafted micro�

fine fibers.
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に転じ，コナヒョウヒダニに対する特異的 IgE抗体で
も 4名のうち 2名が陰性（いずれも 1 class から 0
class）に転じた．「まどろみ＋アレルバスター」布団試
用群ではヤケヒョウヒダニに対する特異的 IgE抗体
では 7名の陽性者のうち 6名が陰性（3 class から 0
class が 2 名，2 class から 0 class が 4 名）に転じ，コナ
ヒョウヒダニに対する特異的 IgE抗体でも 7名のう
ち 6名が陰性（2 class から 0 class が 3 名，1 class から
0 class が 3 名）に転じた．これらの布団の試用前後の
陽性率の変化を対応のある場合のMcNemer 検定を
行った結果，「まどろみ＋アレルバスター」布団試用群

において統計的有意差が認められた（p＜0.05）．
ハウスダスト 1に対する陽性率は，「羊毛布団」では
変化が認められなかったが，「まどろみ」布団では 4名
の陽性者のうち 1名が陰性（1 class から 0 class）と
なった．また「まどろみ＋アレルバスター」布団では
7名の陽性者の中で 6名が陰性に改善し（いずれも 2
class から 0 class），試用前後の比較において「まどろ
み＋アレルバスター」布団試用群で有意差が認められ
た（McNemer 検定， p：＜0.05）．
なおヤケヒョウヒダニ・コナヒョウヒダニ・ハウス
ダスト 1に対する特異的 IgE抗体価が陰性化した「ま
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Table 5 Positive rate of specific IgE against mite and house dust by CAP-RAST
using of special mite protect futon

After 11 monthsBefore survey

McNemer testPositive 
rate（%）

The number of 
the positive 
people

Positive 
rate（%）

The number of 
the positive 
people

Number of
subjectDermatophagoides pteronyssinus

n.s.37.5337.53 8Wool futon
n.s.22.2244.44 9Madoromi® futon＃
＊ 6.7146.7715Madoromi＋ALLER BUSTER® futon＃＃

McNemer testPositive 
rate（%）

The number of 
the positive 
people

Positive 
rate（%）

The number of 
the positive 
people

Number of 
subjectDermatophagoides farinae

n.s.37.5337.53 8Wool futon
n.s.22.2244.44 9Madoromi® futon＃
＊ 6.7146.7715Madoromi＋ALLER BUSTER® futon＃＃

McNemer testPositive 
rate（%）

The number of 
the positive 
people

Positive 
rate（%）

The number of 
the positive 
people

Number of 
subjectHouse dust 1

n.s.37.5337.53 8Wool futon
n.s.33.3344.44 9Madoromi® futon＃
＊ 6.7146.7715Madoromi＋ALLER BUSTER® futon＃＃

＃Madoromi：special mite protect futon made by microfibers.
＃＃ALLER BUSTER®：special futon made by phenolic polymer grafted microfine fibers.
＊：p＜0.05　n.s.：non significant（McNemer test）．

どろみ」布団試用群 2名の細塵中のDer p.1＋Der f.1
量の試用 2カ月後の平均値±標準偏差は 37.3±8.8µg�
g fine dust であったが，試用 11 カ月後には 3.6±0.8
µg�g fine dust に有意に減少した（p＜0.01，対応のある
t-検定）．また「まどろみ＋アレルバスター」布団試用
群において特異的 IgE抗体価が陰性化した 6名にお
けるDer p.1＋Der f.1 量の試用 2カ月後の平均値±標
準偏差は 7.7±4.0µg�g fine dust であったが，試用 11
カ月後には 2.7±0.9µg�g fine dust まで減少した（p＜
0.05，対応のある t-検定）．

考 察

室内環境で，ダニが多く繁殖し問題となるものは，
じゅうたん，ぬいぐるみ，毛布など毛足の比較的長い
もので，近年の住宅は 1年中適度に室温・湿度が保た
れているため，予防医学の観点からも重要課題であ
る7）8）．特に寝具には多くのダニが繁殖し8）9），多くの
人が乳幼児期にダニに感作されるとする報告もあ
る3）10）―12）．

現実的に布団やベッドのダニ対策は，殺虫剤・天日
干し・機械式布団の丸洗い・防ダニカバーの使用など
が考えられる．ダニ用として使用される殺虫剤には有
機リン系，ピレスロイド系，カーバメイト系の 3種類
があるが，多くはピレスロイド系である13）．その理由
は人体毒性が低いという理由からであるが，その反面
効果も低くなる欠点もある．また人体毒性が低いと
いっても，乳幼児や老人・患者に使用するには安全性
に問題が残る．天日干しも効果があるが，大谷等14）の
報告によると，週 5日以上布団を干してもダニは約
1�4 程度にしか減少しなかったとしている．機械式布
団の丸洗いについても，丸洗い業者によるばらつきが
大きく，丸洗い後の布団の管理が悪いと 1～2カ月後に
はダニが再び増殖してしまうとする報告例もある15）．
本調査結果から，Der p.1＋Der f.1 量は布団試用開始
から約 1カ月後において「羊毛布団」に比べ，「まどろ
み」布団，「まどろみ＋アレルバスター」布団の試用群
は有意に低値を示し，試用開始 11 カ月後には「まどろ
み」布団試用群は羊毛布団試用群 1�3.8 に，また「まど
ろみ＋アレルバスター」試用群は 1�42.0 であった．
コナヒョウヒダニ・ヤケヒョウヒダニはヒトのフ
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ケ・垢・毛髪などが落ちて古くなったものを餌として
おり，ヒトの生活に密着した場所に生育するといわれ
ている16）17）．さらにダニが繁殖する条件は，（1）餌があ
ること，（2）ダニは光や音を嫌うため，もぐれる場所が
あること，（3）適当な湿度・温度があることなどであ
る16）．本調査の結果，ダニ抗原量が少なかった理由は
「まどろみ」の側地は高密度に織られており，糸と糸と
の隙間は 100 ミクロン以下で，成ヒョウヒダニ（200―
300 ミクロン）の侵入を防ぐことができダニの布団内
への侵入が防げたことがあげられる．また「まどろみ＋
アレルバスター」はフェノール系高分子薬剤処理を施
こした超高密度織物を側生地に用いていることによ
り，ダニが布団内に侵入できず，フェノール系高分子
薬剤処理によるアレルゲン抑制8）のためと考えられ
る．
本調査と同様な結果はTovey ら18）が，ベッド・枕・
マットレスを不浸透性のカバーで被い，1年間使用さ
せた前後のDer 1 を比較し，被いをする前のDer1 は
平均 18.5g�g であったものが，カバー装着 1年後には
マットレスが 7.3µg�g，ベッド上部が 13.1µg�g に減少
することを報告している．またFrederick ら10）も喘息
およびダニに高感受性を有する小児について，マット
レス・羽毛布団・枕にカバーをすることにより 3カ月
後のハウスダスト中のDer 1 が有意に減少したことを
報告しており，同様な例はわが国においても報告され
ている19）．しかし一方ではカバーのみでは 6カ月以上
の長期間においては効果がなくなるとの報告もあ
る20）．今回使用した「まどろみ」や「まどろみ＋アレ
ルバスター」はカバーではなく，側生地として用いら
れており，約 11 カ月後も防ダニ機能は持続した．
布団試用前と使用後 11 カ月後の血中ヤケヒョウヒ
ダニ・コナヒョウヒダニ・ハウスダスト 1に対する特
異的 IgE抗体の陽性率は「羊毛布団」試用群では陽性
率に変化は認められなかったが，「まどろみ」布団試用
群ではヤケヒョウヒダニ・コナヒョウヒダニに対する
特異的 IgE抗体は試用前陽性者 4名のうち 2名が陰
性に転じ，ハウスダスト 1に対する陽性者 4名のうち，
1名が陰性となった．これら 2名のDer p.1＋Der f.1
量は試用 2カ月後，37.3µg�g fine dust から，試用 11
カ月後には 3.6µg�g fine dust に減少していた．また「ま
どろみ＋アレルバスター」布団試用者では，ヤケヒョ
ウヒダニ・コナヒョウヒダニ・ハウスダスト 1に対す
る特異的 IgE抗体陽性者 7名中 6名が陰性に改善さ
れ，この 6名におけるDer p.1＋Der f.1 量の試用 2カ

月後の平均値は 7.7µg�g fine dust であったが，試用 11
カ月後には 2.7µg�g fine dust まで減少した．既報
告21）22）ではDer1 量が 2g�g fine dust 以下になるとダ
ニ抗原に感作されにくくなるとされている．本調査結
果から「まどろみ＋アレルバスター」布団試用群は 11
カ月後には 2.7µg�g fine dust まで減少しており，特異
的 IgE抗体の陽性率にも改善が認められた可能性が
考えられる．
アレルギー性疾患患者を対象とした臨床所見とし
て，Nishioka ら23）はアトピー性皮膚炎患者の小児に高
密度織物で包まれた寝具を 1年以上使用させた結果，
Der p1＋f1 抗原量は対照群の平均値が 3.0µg�g に対
し，高密度織物でカバーした群は 0.77µg�g であり，
Dermatophagoidesに対する IgE抗体価，および皮膚テ
ストの陽性率が対照群に比べ，有意に低かったことを
報告し，一次予防の観点から，高密度織物による新た
な感作を防止することの重要性を強調している．また
Frederick ら10）は喘息の小児の寝具にカバーをするこ
とにより，寝具中のDer 1 は減少し，特異的 IgE抗体
に対する報告ではないが，臨床検査項目である eosino-
phil peroxidase が有意に低下したことを報告してい
る．
本調査の対象者は患者ではなく，一般健常人である
看護師・看護学生を対象とした．これら一般健常人に
おいて防ダニ布団である「まどろみ＋アレルバスター」
を使用することによって，ヤケヒョウヒダニ・コナ
ヒョウヒダニ・ハウスダスト 1に対する特異的 IgE
抗体の陽性率が改善されたことはダニアレルギーによ
る喘息・アトピー性皮膚炎などの患者にとって，さら
に臨床症状が改善される可能性があることが示唆され
た．
Custovic ら7）はその総説において，ダニアレルギー
に関する喘息の治療においては患者を低アレルゲンの
環境に移すことが，ダニアレルゲンに鋭敏な患者の治
療の first step である事を強調しており，Tobey ら24）

は環境中ダニアレルゲンコントロールにおいて寝具の
ダニ対策は極めて効果的であるとしている．また
Platts-Mills ら6）も生活環境中のすべてのダニアレルゲ
ンをすべて除去することは難しいが，寝具につくダニ
をコントロールすることによって，ダニアレルギーに
よる疾患のリスクは低減されるとしている．我々の生
活環境中，特に室内には多量のダニアレルゲンが存在
する．1日の生活時間の 6～8時間，寝具を利用する一
般人はもちろん，病気療養中の患者あるいは寝たきり
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の老人にとっては多くの時間，布団と接触するためダ
ニ抗原に曝露される危険性がある．本調査で使用した
防ダニ布団によって，ダニアレルゲン感作のリスクを
低減させることは，予防医学の視点からも有用である
と考えられる．

本研究は，西川産業株式会社，NI 帝人商事株式会社，積
水化学工業株式会社，小松精練株式会社との共同研究であ
る．
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A STUDY ON PREVENTIVE EFFECTS OF MITE ALLERGENS BY SPECIALLY-FABRICATED
FUTONSWITH ANTI-MITE TREATMENTS

Hideaki Matsuki1）, Tsutomu Nakamura2）, Kenichi Kawamura3）and Taro Suzuki3）
1）Department of Nursing, School of Health Sciences, Tokai University
2）Japan Research Laboratory of Sleep Science, Nishikawa Sangyo Co. Ltd.

3）High Performance Plastics Company, Sekisui Chemical Co. Ltd.

Background：The purpose of this study was to investigate effects of specially-fabricated futons（beds）with
anti-mite treatments on reductions of mite allergens（Der p.1 and Der f.1）and serum IgE antibodies against
Dp（Dermatophagoides pteronyssinus）, Df（Dermatophagoides farinae）and house dust1.
Methods：The futons made by microfibers（Madoromi：M）and phenolic polymer grafted microfine fibers
（Madoromi＋ALLER BUSTERⓇ：M＋A）were used. Three groups of student and nurse subjects were asked
to use general woolen cotton futons, and the（M）and（M＋A）futons for 11 months, respectively.
Results：After the 11 months, the ratios of Der p.1＋f.1 allergens in the futons（M）and（M＋A）to those in
the control futon were 1�3.8 and 1�42.0, respectively, on average. The prevalence of serum IgE antibodies
against Dp, Df and house dust1 was found to decrease from 46.7 to 6.7％ for the group using the（M＋A）futon.
Conclusion：These results suggested the specially-fabricated futons with anti-mite treatments could effec-
tively reduce mite allergens compared to those made from woolen cotton.
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